
   ★国内生産量は、年々増加。1人当りの消費量が増えている。 

 本特集の「ミネラルウォーター等」の輸入統計品目番号は、 

  1979年～1987年 22.01-100 

  1988年～2017年 2201.10-000 

（鉱水及び炭酸水）に分類されるものについてまとめたものです。 

 ※2017年8月分は速報値(P)です。 

   ☆輸入量は、東京港が約1/3を占め、最多。 

平成29年9月28日 

東 京 税 関 特集 

 日本国内の1人当りの年間消費量が増加

し、店舗での購入だけでなく、インターネッ

ト通販等でのまとめ買いも多いようです。  

 

 国内生産量と全国の輸入量を合わせて見ま

すと、年々増加しているので、今回は、「ミ

ネラルウォーター等の輸入」にスポットを当

ててみました。 

 

 なお、「ミネラルウォーター等」の「等」

の意味については、輸入統計品目番号の

2201.10-000に分類されるものが、「鉱水

（MINERAL WATER）」だけでなく「炭酸水

（AERATED  WATER）」も含むためです。   

 今年の夏は雨の日が多く、晴天が続かない

と感じた方も多かったのではないでしょう

か。 

 暑さが続く際には、水分補給により熱中症

を予防したりするものですが、過ごしやすい

気温であったりすると、ついつい水分補給を

怠りやすいものです。 

 

 人間（成人）の体は約６割が水分からでき

ているといわれるように、水は私達にとって

必要不可欠なものとなります。 

  

 水分補給といえば、ミネラルウォーターな

どを思い浮かべる方が多いと思います。 

 

 

はじめに 

※国内生産量及び1人当りの消費量は「一般社団法人 日本ミネラルウォーター協会」

の資料による 

国内生産量、全国輸入量、1人当りの消費量の推移 
（数量：KL） （数量：L/年・人） 

   ★原産国は、米国産がフランス産に迫る。 



輸入動向（年別推移） 

輸入量は横ばいが続く 
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全国 輸入量・輸入額 推移 

 翌2012年の輸入量は減少し、2014年から

2016年までの輸入量は、横ばいの状態が続い

ています。 

 

 直近の2017年1-8月の輸入量は、前年同期

比96.1％、24万KLとなっています。 

  

 ミネラルウォーター等の全国の輸入量は、

1996年から2007年までほぼ右肩上がりで増加

を続けました。 

 その後、輸入量は減少しましたが、2011年

には東日本大震災の影響により国内需要が増

加したため、輸入量も増加し、この2011年が

年別で過去最大の輸入量となっています。 

 

ミネラルウォーター等の輸入 

全国 輸入量・輸入額 推移 

（数量：KL） 

（P） 

（金額：百万円） 



輸入動向（港別） 

東京港が約1/3を占め、最多 
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2016年 港別 輸入量・輸入額 

主要港別 

ミネラルウォーター等の輸入 

 また、全国の月別推移を見ますと、４～9月

にかけての輸入量が増える傾向が見られま

す。 

 これは暑い時期にミネラルウォーター等の

消費が増加することから、輸入量が増えるよ

うです。 

 

 ミネラルウォーター等の輸入量推移を港別

に見ますと、2016年では東京港が輸入量の

32.3%を占めて1位、次いで横浜港が26.9%で2

位となっており、この２港で約６割を占めて

います。 

 東京港については、2009年以降、1位が続い

ています。 

 

 

（数量：KL） 

（数量：KL） 

（P） 

全国 輸入量 推移（月別） 

（P） 

港別 輸入量 構成比 

（2016年） 

港
数量

（KL）
数量

構成比
金額

（百万円）
金額

構成比

東京港 112,044 32.3% 6,463 32.7%
横浜港 93,272 26.9% 5,852 29.6%
神戸港 44,520 12.9% 2,253 11.4%
大阪港 44,346 12.8% 2,458 12.4%
名古屋港 20,506 5.9% 1,137 5.8%
博多港 19,633 5.7% 951 4.8%
その他 12,048 3.5% 646 3.3%

計 346,370 100.0% 19,759 100.0%



輸入動向（原産国別） 

Page 4 

輸入量で、米国産がフランス産に迫る 

 ミネラルウォーター等の全国の輸入量及び輸入

額を原産国別に見ますと、長年にわたってフラン

スからの輸入が最も多く、年ベースでは1986年以

来、2016年までフランスが連続して首位となって

います。 

 

 2016年の輸入量の内訳を見ますと、米国産の輸

入量がフランス産の輸入量に追いついてきていま

す。 

 さらに、2017年1～8月の輸入量では、米国産が

フランス産の輸入量を上回っています。 

 

 米国産のミネラルウォーター等が増加している

背景には、輸入飲料メーカーの販売戦略などの理

由があるようです。 

 

 なお、2017年1～8月の輸入量では米国産がフラ

ンス産を上回っていますが、輸入額においては依

然としてフランス産が首位であり、全国の輸入額

の56.2％を占めています。 

 

 

2016年 国別 輸入量・輸入額 

ミネラルウォーター等の輸入 

(53,749kl) 

(51,593kl) 

(51,521kl) 

(34,643kl) 

2017年1-8月(P) 国別 輸入量・輸入額 

主要国別 輸入量 推移 

（数量：KL） 

2016年 国別 輸入量・輸入額 構成比 

（P） 

2017年1-8月(P) 国別 輸入量・輸入額 構成比 
国

数量
（KL）

構成比
金額

（百万円）
構成比

輸入単価
（円／L）

フランス 99,468 41.5% 7,077 56.2% 71
米国 113,235 47.3% 3,857 30.6% 34
イタリア 13,369 5.6% 888 7.1% 66
ドイツ 4,372 1.8% 348 2.8% 80
カナダ 3,905 1.6% 93 0.7% 24
その他 5,090 2.1% 331 2.6% 65

計 239,440 100.0% 12,594 100.0% 53

国
数量

（KL）
構成比

金額
（百万円）

構成比
輸入単価
（円／L）

フランス 156,097 45.1% 11,986 60.7% 77
米国 151,151 43.6% 5,307 26.9% 35
イタリア 19,366 5.6% 1,296 6.6% 67
ドイツ 6,978 2.0% 540 2.7% 77
カナダ 5,952 1.7% 186 0.9% 31
その他 6,826 2.0% 445 2.3% 65

計 346,370 100.0% 19,759 100.0% 57



本資料を引用する場合、東京税関の資料による旨を注記して下さい。 

 

本資料に関するお問合せは 

東京税関 調査部 調査統計課 TEL：03-3599-6385 
〒135-8615 東京都江東区青海2-7-11 東京港湾合同庁舎 

東京税関 

http://www.customs.go.jp/tokyo/ 

貿易統計の数値はインターネットでも検索できます。 

 財務省貿易統計 検索 
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ミネラルウォーター等の輸入 

【国別 輸入量 推移】 

【国別 輸入額 推移】 


